
２０１４年７月１３日 主日礼拝                   

 

司  会        ①小田兄     ②藤樫兄     ③岸兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄     ②石塚兄  

 

    賛  美  聖歌４３０番「汚れと恥との深みに」  

（空の鳥は小さくても） （こころ静かに） 

３つの愛 

 

聖  書                  

     

                                                                                                                            

音  楽                                                           

 

証  詞     

     

メッセージ   

        

                                                                      

賛  美  「アメイジング グレイス」 （２２９番 献金） 

頌  栄      「主はすばらしい」   アーメン 

                                                                    祝   祷                                                                                                      

 

【大和ニュース】  

* 「上半期感謝献金」のご協力を感謝します。主の祝福を祈ります。 
・ 本日入門講座Ⅱ、GM、YYタイム（森・12：30）、J.Plus（中高・学生・青年）あり。 
・ いよいよキャンプシーズンに突入！ *本日SSキャンプ準備会（森・地下）。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！ 説教は奥山実先生。水曜夜と木曜朝。（席上献金あり） 
・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は佐々木伝道師。 
・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。熱く祈ります！ 
* 来週の日曜礼拝（第３のみ）には、世界的いやしの器「レイモンド・ムーイ師」が説教
者です。祈り込んでお迎えしましょう。（10：50～12：30）。按手時間は１時まで。 

   ☆東京ライトハウスチャーチの「聖会」は、１９日（土）２時と６時。（大田区矢口 
     ２の１の１８）☆瀬谷教会は、２１日（祝日）２時と６時（瀬谷区北新２９の１６） 
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➀                                       マルコによる福音書１６章１～８節                                  (Ｐ８１) 

➁➂ 使徒行伝１９章５～１２節               (Ｐ２１４)   
                                                                                                                         

➀                                       親 切 組  

➁➂          アサリオン  

➀                                       黄金井一浩兄（ヨシュア会）   

 

➀                                       「先で待っておられるお方」     菅原岳副牧師 

➁➂ 「明日を今日に引き寄せる時」              大川従道牧師 
     



 
石の枕  
  

 「焼け棒杭に火がついた」とは、辞書によれば、男女の恋愛関係について言 
うらしいが、今回の北海道宣教旅行を通して、もう一度「三浦文学」に火が付 
いた。正直、学問の乏しい私にとって、５０年前の「氷点」以来、三浦さんの 
作品を通して「ものを考えること」、専門的に言えば「神学すること」を学 
んだ。三浦文学ぬきには、今日の教会成長も、私の人間としての成熟（まだま 
だ未熟であるが）もありえない、と言い切れる。 
 分かりやすくって、深い。今日、私の説教は「潮干狩的説教（思考）」と言 
われるが、まさに三浦文学である。 
 私の牧師歴も５０年。氷点が世に出て５０年。今一度、三浦文学を読み直し 
て見るつもりだ。夏目漱石の作品は何十年たっても、勉強し続けるべきである 
が、クリスチャンとして、その信仰の糧として、読み直すことは、非常に大切 
なことである。若い人々も、先輩たちに負けないように努力してほしい。 
 「氷点」以外では、「道ありき」「土の器」「光あるうちに」の三部作は、ひとから 
お借りしてでも読むとよい。 
 新作品の一部を紹介する。『綾子・光世・響き合う言葉』（北海道新聞社）。 
・綾子・本当に自分が悪かったと思う時、人間は思いもかけぬ大きな平安が与
えられるのだ。罪がわかった時、神が見えてくるのだ。驚くべき新しい世界が 
わかってくるのだ。人間はどれほど他者を許したかで、その人間の価値がわか 
るとも言われている。（明日のあなたへ） 
・光世・妻綾子が、十三年の闘病中に示された確信。「罪がわかった時、神が 
見えてくる」。このあと、綾子は喜びの一生を生きた。 
 
 ☆先日来られた先輩の牧師が、「ボクは引退したら、大和教会の近くに引越 
して来たい。この教会の早天祈祷会に出席したいのだ」と言われていた。 
 早天もすばらしいが、金曜夜の祈り会も恵みにあふれている。水曜夜の 
祈祷会メッセージは、信仰の成長のために必見である。現在、インターネット 
アクセス数は、月４５万件。グーグルのお陰で、８１ヶ国語に、翻訳可能になった。
ためしに、ホームページを、ペルシャ語に訳したら全くの不明？英語翻訳は、 
ほぼ完璧。ジョークやダジャレは、どのように訳されるのであろう。器械（機会） 
があったらどうぞ！ どうぞ、この聖務のためお祈りください。 
  

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：使徒１７章～２１章  Ｂコース：詩篇１０篇～３０篇 


